
平成19年度事後評価シート（平成18年度に実施した施策） 

施 策 名  評価年月 平成    年    月

総括部局及び総括課長名  

 
 
①施策の位置づけ 

環境基本計画における位置づけ（第○部） 平成18年版環境白書における位置づけ（※199ﾍﾟー ｼﾞ以降） 

政策（章） 章  章  

施策（節） 節  
政策（章） 

章  

その他関連する個別計画  
※環境白書内「平成18年度環境の保全に関する施策」より該当箇所を記載 

 
 
 
 
 
 
 
②施策について 

施
策
の
方
針 

 

 H16年度当初 H17年度当初 H18年度当初 

金額（単位：千円）    
一般会計    

予
算
動
向 

 
特別会計    

＜備考＞ 
 

施
策
を
構
成
す
る
具
体
的
手
段 

【○○○（目標の名称を記載）】 
 
 
 
 
 
【○○○（目標の名称を記載）】 
 
 
 
 
 
【○○○（目標の名称を記載）】 

 
 
 
 
 
 

環境省施策体系における当該施策の施

策番号及び施策名を表しています。 

環境基本計画及び平成18年版環境白書の中にお

ける、該当部分をご覧頂きますと、当該施策につ

いての取組等が詳しくわかります。またこれら以外

で関連する個別計画等がある場合は、個別計画欄

でご確認頂けます。 

予算について、大きく変

動した理由など特に説明

すべき事項を記載してい

ます。 

この施策の目標を達成するための主な事

業等の内容を、⑥欄の目標毎に記載して

います。 

当該施策の当初予算について、評価対象

年度を含む 3 箇年分を記載しています。こ

こでは、当該施策の予算の推移が分かりま

す。 

この施策が得ようとする成果等を表してい

ます。この施策がどのようなことを行い、ど

のような結果を得ようとしているのかを表し

ています。 

当該施策の取りまとめ部局名及び

課長名を表しています。 

京都議定書目標達成

計画等、当該施策に関

する個別計画等がある

場合は、この欄でご確

認頂けます。 



 
 
③施策の方針に対する総合的な評価 

 

 
④今後の主な課題                           

 

 

 

⑤今後の主な取組 

  

  

 

 

① 施策の改善・見直し  

 

 ①-a 施策の重点化等    

 ①-b 施策の一部の廃止・完了・休止・中止 
    

② 取組みを引き続き推進  

③ 施策の廃止・完了・休止・中止  
予算要求等への反映 

 

④ 機構要求を図る  

 

施 

策 

の 

方 

向 

性 
 

⑤ 定員要求を図る  

今後の 

施策の 

方向性 機構・定員要求への反映 
 

 

以下の⑥や⑦の結果を基に、この施策の総合的な

自己評価を記載しています。 

ここでは、目標に対し、平成 18 年度の取組によっ

て、どのような実績を残したか、またどのような成果

があったかについて表しています。 

⑤の取組を進めるに当たって、左表

より該当する番号をそれぞれ記載し

ています。 

「予算要求等への反映」欄は、①から

③のうち回答する番号を選択してい

ます。 

「機構・定員要求への反映」欄は、④

又は⑤のうち該当する番号を選択し

ています。 

③の総合評価の結果、まだ残ってい

る課題や新たに生じた課題を記載し

ています。 

④の課題に対し、その課題解決や対

策の推進に向け、今後どのように取り

組んでいくかについて、記載していま

す。これから、環境省がこの施策をど

のように取り組む予定であるかが分か

ります。 

 【区分の説明】 

「①」：当該施策内の事務事業（予算事項）について、単なる新規事業の要求又は単なる既存事業の予算

の拡充・縮小を行う場合について該当 

「①－a」：当該施策内の事務事業について、その一部の事業を廃止・完了・休止・中止・縮小したこと

に伴い、スクラップアンドビルドにより他の事業への拡充や新規事業の要求を図る場合、及

び複数事業の統合を図った場合に該当 

「①－b」：当該施策内の事務事業の一部について、単に廃止・完了・休止・中止する場合に該当 

「②」：当該施策の取組をこれまでと同程度で取り組んでいく場合に該当 

「③」：当該施策自体を廃止する場合に該当 

「④」：評価結果に基づき、機構要求を図る場合に該当 

「⑤」：評価結果に基づき、定員要求を図る場合に該当 



⑥当該施策を構成する目標・指標及び評価 
 

目標○-○  

 

 

○章○節 ○○○ 

○章○節 ○○○ 環境白書で 

の位置づけ 
○章○節 ○○○ 

関係課・室 
 

 

指標の名称 

及び単位 

①○○○○［○］ 

②（間接）○○○○［○］ 

③（参考）○○○○［○］ 

 

 

指標年度等 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 目標年 目標値 

①    

②    指標 

③    

基準年  基準年の値  目標を設定

した根拠等 根拠等  

評価・分析 

【必要性】 
 
 
 
 
 
【有効性】 
 
 
 
 
 
【効率性】 
 
 
 
 
 

 
 
＜今後の展開＞ 

 

 

この目標の指標等の状況を

もとに、必要性・有効性・効

率性等の観点から評価・分

析した結果を記載していま

す。 

平成 18 年度版環境白書の「環境の保全

に関する施策」における、関連する章番

号を記載しています。この施策のより詳し

い内容を知ることが出来ます。 

上記の評価・分析の結果から、どのような

課題が存在しているかを明らかにし、今

後関連する事業をどのように実施してい

くかを記載しています。 

この施策の方針を達成するために設定

した、具体的な目標の名称（上段）と具

体的な内容（下段）を記載しています。 

この目標に関係のある課室名を記載してい

ます。（複数の部局が関係している場合は全

ての部局名を記載しています。） 

この目標の到達状況を明らかにするために可能な限り数値指標を

設定しています。（間接）は、間接的な指標を表しています。 

（参考）は、達成状況を明らかにすることはできないが、参考となる

思われる指標を表しています。 

上段で記載した指標の

番号毎に目標年及び

目標値並びに過去5年

度の数値を記載してい

ます。 



⑦予算事項（事務事業）について 
当該施策に関する主な法律・税制等 

 

関連する予算事項名及びその予算額（千円） 目標

番号  H18当初 H19当初 H20反映

①   

②   

③   

○ 

- 

○ ・ 
・ 

  

①   

②   

③   

○ 

- 

○ ・ 
・ 

  

 
⑧終期を迎えた予算事項についての検証 
予算事項

番号 終期を迎えた理由 今後の対応策 

○-○-①   
○-○-③   
○-○-①   
○-○-⑥   
・ 

・ 

  

 
⑨特記事項 
＜政府重要政策としての該当＞ 
 
 
 
＜当該施策に関係する府省庁＞ 
 
 
 
＜昨年度評価書からの変更点＞ 
 
 
 

 
⑩各目標に設定された指標について 

○-○-①  

○-○-②  
目標番号 
及び指標名 

○-○-①  

指標の解説 
○-○-① 

○-○-② 

○-○-① 

評価に用い

た資料等 
 

 
 

指標に影響を 
及ぼす外部要因 

○-○-① 

○-○-② 

○-○-① 
 

この施策の実施に関連する法律

や税制等の内容を記載していま

それぞれの目標の関係する予算事項を全て記

載しています。 

なお、石油特会等再掲となる予算事項について

は、予算事項名の後にカッコ書きで「再掲：○－

○」と該当する目標番号を記載し、予算額は記

載せず「－」とし、二重計上にならないようにして

います。 

上記の指標の中で、その指標に影響を

及ぼす外部要因がある場合には、指

標の番号毎にその内容を記載していま

す。

⑦の「H20 反映」欄で×（廃止）としたもの（終期

を迎えたもの）について、その理由を記載してい

ます。終期となった結果、当該予算事項につい

ての今後の取り組み（代替案への移行、他の事

業との統合等）の考え方を記載しています。 

今回の評価結果を踏まえ、Ｈ

20 年度事業への取組の考え
方（↑：増額 、→：継続 、
↓：減額 、新：新規、×：廃
止）を示しています。 

前年度の評価書から目標、指標、目標値等に

変更があった場合、該当箇所及びその理由を

記載しています。 

環境省の都合だけで安易な変更をしないため

の取組です。 

上段で記載した指標について

解説をしています。 評価を行う際に用いた資料等が

ある場合に記載しています。 

政府の中で重要政策として位置づけられているかどうかを記載してい

ます。国会での施政方針演説や重要閣議検定等でこの施策に関連す

る発言等がある場合は、年月日、発言部分等を記載しています。 

この施策に関係している府省庁

名を全て記載しています。 


